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There's a certain Slant of light， 
Winter Afternoons-

That oppresses， like the Heft 
Of Cathedral Tunes 

Heavenly Hurt， it gives us 
We can find no scar， 
But internal difference， 

Where the Meanings， are-

None may teach it-Any 

'Tis the Seal Despair-

An imperial affliction 

Sent us of the Air 

When it comes， the Landscape listens-

Shadows -hold their breath-

When it goes， 'tis like the Distance 
On the look of Death-

I 

この詩は，意味の強調された大文字の語のみに限定してみても，三重母音，長母音が多用されており，

暗く重い感じを与える詩だが，これが不規則な意味のまとまりと，第3連に見られる韻律の乱れと重なっ

て，話者の心の動揺と絶望を浮き彫りにする。一般的に意味のまとまりは，連とか，あるいは，全体と

してバランスのとれた行で成されるものだが この詩では第 1連と第2連 1行目が1つのまとまった意

味を構成している。この不規則性は，話者の意識の内にある自然と，現実の自然とのずれによって引き

起こされる話者の驚き，心の動揺を強調するものである。この詩は，強弱調で，基本的には，奇数行が

擬似押韻を踏み 4詩脚，偶数行が3詩脚であり，第 1・2連は強音節で終るが，第 3・4連の奇数行が

弱音節で終り暗いリズムとなりこの詩の絶望の内容を支えている。第 3連は 4行共に 3詩脚で，奇数行

の擬似押韻もなく，特に，第 3行は 8音節で余剰が2つあって韻律が乱れ，しかも，いずれも単母音で

ある。これは，追いつめられた話者の絶望の深まりと緊密な関係にあり，意図的に成されたものである。
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ち，視覚による永生獲得を拒否された今，話者には聴覚しかなく，これが話者に残された最後の永遠へ

の接近法となる。従って，‘listens'には，静かに息を殺して声を聞こうとする話者の姿が示されている

ことになる。‘listens'と‘Landscape'の[1 ]の頭韻は，同様に，全神経を耳に集中させ，身動き lつ

しない話者の静けさを伝える。次に‘Shadows'は，この詩の冒頭 2行で見た「斜めの光jによって作

られる木の影のことである。これは，‘Landscape'で表される実体としての自然と，実体ではないが実

体によって作られる可視のもの，つまり，影とを合わせた人聞を含む一切のものが息を殺して待ってい

ることを表す。従って，‘hold'の前の dashは守101d'の主語が‘Shadows'だけではないことを示す為の

ものと考えられる。また， r影が息を殺すJ(‘Shadows -hold their brea thーっという句には，影の消

滅，つまり，死の暗示がある。冬の午後の太陽は沈むのが早く，木の影もどんどん長くなって行き，や

がて太陽が沈むことによって，影は存在しなくなってしまう。影の死である。従って，この連のこの 2

行目と次の 3行目の‘Whenit goes，'によって，時間的経過が語られ，第 I連の午後から，夕暮→日没

→闇への推移が明確となり 生命原理としての太陽が西に沈むことによって 光が消滅することになる。

この光の消滅が死の metaphorとなるのである。これは第 I連の死の metaphorとつながるもので，死

後の永遠への準備，つまり，死の準備が整ったことを示す。じかし，最後の 2行で「それが立ち去る時，

それは死者の顔に浮かぶあの隔たりに似ているJ(‘When it goes， 'tis like the Distance / On the look 

of Death-')と表され，最後に自然に託した望みも絶たれ，話者は究極の絶望に陥るのである。関は

ただ広がり，深まり，何も見せてくれないし，何も話してくれない。これが，具体的に，しかも，みご

とに「死者の顔に浮かぶあの隔たりJに表される。死者は何も語らないし，教えてもくれない。死後の

永生を希求する話者の前に死は立ち塞がり，話者は絶望の淵に立たされるのである。‘Distance'は，何

も黙して語らない死者の顔のよそよそしさを表す語であるが，同時に，死は生を超えた不可知のもので

あるという話者の心理的隔絶感を生むことになる。また，この語は前連最終行の ιtheAir'と結びつい

て，その隔たり，距離の大きさを示す。「空気」は天と地とを分ける空間を示す語だが，死後の永生を

獲得できない話者にとって，この空間は大きく，天は遠い。この話者の天への遠さがこの‘Distance'

に重ねられているのである。この語は具体性のある語で，話者の死に対する隔絶感を的確に捉えると同

時に，不可知の死の遠さ，更に，その先にあるはずの死後の永遠の計り知れない遠さを示す。この距離

感が，話者の絶望の大きさ，深さを増すことになるのである。正に，この話者の置かれた絶望の状況は

‘internal difference' (St. II， 1. 3 )によって引き起こされたものである。

皿

死と死後の永生の獲得の試みは，三度にわたって拒否され，話者はその度に挫折し，絶望の境地に陥

るのだが，話者が絶望に至る直接の原因は，自然の異化にある。 Eで述べたように，話者の自己意識の

分裂は，自然の中に神の意志を見ることができなかったという自然に対する話者の価値観の崩壊によっ

て引き起こされたものである。これは話者の identity喪失以外の何ものでもないo R. W. Emersonに

代表されるこの時代の支配的思想の基になっている自然は神の代理人だという考え方が， もはや， E. 

Dickinsonの中で有効に機能しなくなっている為に 話者の意識にずれが生じ，これが，内面分裂の原
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因となるのである。古い価値観が崩壊し始め，新しい価値観が未だ生まれない時代の分裂が，しばしば，

人聞の内面を分裂させるものだが， E. Dickinsonの場合のこの内面分裂は， R. W. Emerson等のロマ

ン派からの離脱を特徴づけるものであり，これは，彼女がmodernismの先駆を成す詩人であることを

示す。この意味で E.Dickinsonは現代詩人であると言えよう。もう 1つ話者の内面分裂の原因となっ

ているものに，死と死後の永遠の獲得の挫折がある。 Eでも述べたように，キリスト教思想、と時代の思

想とは表裏一体の関係を成すもので，同根のものではあるが，永遠の獲得の挫折は，具体的な話者の絶

望を伝えるという点で見過ごすことのできない重要な話者の内面分裂の原因である。死後の永遠はキリ

スト教の死生観を支える極めて重要な思想であるが，この詩に表されたように，死とその後の永遠が断

絶されたことは，この死生観の崩壊を示すことになり，キリスト教そのものがこれ迄保持して来た価値

観が大きく揺いでいることになる。これは現代人の持つ宗教観の多様化の始まりと言うことができるで

あろう。 Eで，‘HeavenlyHurt' (St. II， 1. 1 )は，文字通り天が傷ついているのではないと解釈した

が，現代の宗教の状況を考えると，極めて暗示的な意味があることになる。 E.Dickinson自身は，勿論，

キリスト教そのものの衰退を意識してはいなかったであろうが， しかし，彼女の死生観に対する am

bivalentな態度そのものが，現代のキリスト教の在り方を決定することになったのである。キリスト教

信仰にも，時代の思想にも異和感を覚えるE.Dickinsonは，自然及び信仰と自己との分裂をきたし，

孤立し，絶望せざるを得ないのである。ここに，お互いに違った価値観を持ち，孤立し， identityを喪

失した現代人の姿と同質のものを見ることができるであろう。(この論文は，平成 4年度第 7聞東海英

米文学会での研究発表の原稿を基にしたものである。)
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